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新年明けましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いします。

本年もいろいろな情報をドンドン発信しますので
どうぞよろしくお願いします。

牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 １月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその６７ 検定活用して適期に授精
分娩後初回授精日数の全国平均などを紹介しています。

２ ＬＩＡＪニュ－ス１１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その５７）生涯一日乳量
生涯一日乳量を飼養管理に活かすためには？ 検定成績表見方 検索

冬は風邪と下痢に注意しましょう！
１ 検定成績表のチェック！
乳牛は寒さに強いと言われていますが、それでも

冬はやはりカゼ（呼吸器病）や下痢（消化器病）に気
をつけなければなりません。検定成績表でチェックし
ましょう。
乳量の減少は、図示した通り前月との比較で記号

で示されます。冬季に気をつけたいパタ－ンは、タテ
に大小の三角が並んだときです。楕円で囲んだように
タテに大小の三角が並んだときは、牛群全体でのトラ
ブルが考えられます。寒気のせいで搾乳機が不調に
なっていないか、給水器が凍結していないかなどを
確認してください。もうひとつ大事な確認事項として、
病気の蔓延があります。特に、冬季特有の病気が流
行しやすい季節なので、注意が必要です。

２ 冬季の病気の症状
冬季の牛の病気は、寒冷ストレスに合わせウイルスや

細菌など様々な要因により発生します。呼吸器に症状の
現れるものでは、ＲＳウイルスやマイコプラズマ等が知られ
ています。また、消化器に下痢の症状の現れるものでは、
コロナウイルス等が知られています。これらは集団で蔓延
しやすく、乳量を大幅に減少させる経済的に損失の大き
な病気です。いずれにせよ、検定成績表で図のように乳
量減少を示す牛が続出した場合は、緊急的に牛舎の牛
を観察してください。発熱、下痢、咳、流涎、流涙、鼻水な
どの症状が出ていないか、特に子牛に蔓延しやすい病気
ですので、子牛の観察も忘れずに行ってください。肺炎を
併発して死亡してしまう子牛も珍しくありません。回復した
としても、発育に影響することが多く、発育不足から初産
時の低乳量に繋がります。
牛舎の牛を観察し、ここにあげたような症状が成牛や子

牛に蔓延している場合は、獣医師に相談するようにしてく
ださい。



～～～牛群検定！点検シ－ト（その１０ 牛の観察）～～～

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！今回は、検定成績を利用しながら、牛を観察してみましょう。ボディコンディ
ションスコア（ＢＣＳ）や肢蹄スコアは牛群管理にとても役立つものです。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考に牛を観察しましょう！
①成績表にＢＣＳや肢蹄スコアが表示されない？ （下図 矢印①）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 検定時にＢＣＳや肢蹄スコアを報告しましょう。牛の健康状態を把握することができます。

②泌乳後期の蛋白質率が３．５％以上になっている牛が多くありませんか？（下図 矢印②）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 泌乳後期に乳量が低下し、乳蛋白質率の高い牛は、濃厚飼料割合が高めになり過多により過

肥となっていることがあります。過肥は様々な周産期病の原因となります。観察してみてください。
③体細胞数が高い牛が多くありませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 糞尿等による牛体の汚れがひどい牛が多いと、衛生的な観点からも乳房炎を罹患してしまうこと

があります。乳房炎対策は、先ずは牛を観察し、牛床、牛体を清潔にすることが肝要です。

Ｙｅｓの対象となった場合は、牛の状態を改めて観察しましょう。いろいろな課題が
見つかります。

④蹄冠（蹄のキワ）が赤く腫れている牛が多くありませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 濃厚飼料割合が高いこと過多が考えられます。蹄冠の腫れは、乳量や乳質、繁殖に悪影響を

与え、長命連産性が期待できません。

⑤飛節が腫れていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 牛床が硬かったり、敷料不足や不衛生の場合に飛節が腫れ、乳房炎の原因となる場合があり

ます。

⑥牛舎内で果物が腐ったような臭い（ケトン臭）がしていませんか？ボ－ッと立っている牛
がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 分娩後乳量が伸びず、ＢＣＳが急落しているのであれば、ケト－シスが考えられます。特に分娩

直後はご注意願います


